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表紙説明
　　苫小牧市、千歳市　　樽前山
　　写真提供元　苫小牧市産業経済部　産業振興室　観光振興課

樽前山（標高1,041ｍ）は世界的に珍しい三重式活火山として知られています。
市内から七合目までは車で約60分、七合目から頂上までは約50分で登ることができます。
高山植物の観察、支笏湖や太平洋の雄大な景色を堪能でき、本格的な登山が身近に楽しめる山
として親しまれています。



　新年明けましておめでとうございます。皆様
とともに新しい年を迎えられたことを大変うれ
しく思います。
　昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス
の感染者数が増減を繰り返す予断を許さない状
況が続く中、感染拡大地域における外出自粛や
飲食店等の営業時間短縮など様々な制限を余儀
なくされ、社会経済活動に大きな影響が及びま
した。
　この間、私としては、何よりも道民の皆様の
命と暮らしを守ることを最優先に、国や市町村
などと連携し、感染症への対応に最善を尽くし
てまいりました。道民の皆様、事業者の方々に
は、長期にわたり多大なるご理解とご協力をい
ただいたことに、改めて感謝申し上げます。
　感染症との闘いが続く中にあっても、昨年は
本道が有する価値が国内外で大きな注目を集め
た年となりました。７月には、「北海道・北東
北の縄文遺跡群」が世界文化遺産に登録された
ほか、８月には、札幌で開催された東京オリン
ピックのマラソン・競歩競技 に先立ってアイ
ヌ舞踊が披露され、世界に発信されるなど、本
道固有の歴史や文化への関心が高まりました。
また９月には、バーチャルでの開催ながらアジ
ア初となったアドベンチャートラベル・ワール
ドサミット2021を通じて、北海道の自然・異
文化体験・アクティビティの魅力が世界に紹介
され、2023年のリアル開催内定にもつながり
ました。そして10月には、苫小牧市などにお
いて、秋篠宮皇嗣同妃両殿下のオンラインによ
る御臨席を賜り全国育樹祭が開催され、本道発
祥の「木育」の輪を全国に広げる好機となった
ところです。
　また、大規模な物産展の開催が難しい中での
首都圏スーパーにおける北海道フェアの成功
や、「どさんこプラザ」の羽田空港と大阪あべ
のハルカスヘの新規出店は、発想の転換により
ピンチをチャンスに変え、本道の食の魅力を最
大限活かし、新たな需要獲得につながる取組と
なりました。
　本年においても、新たな変異株への警戒を最
大限に高めながら、感染拡大を抑え、再拡大へ
の備えに万全を期すとともに、社会経済活動と

の両立に取り組んでまいります。医療・療養体
制については、全道で2,028床の最大確保病床
数を確保しているほか、それを超える事態も想
定し、新たに2,214床の緊急フェーズを設ける
とともに、三次医療圏すべてで宿泊療養施設を
運用してまいります。また、社会経済活動の回
復に向けて、ワクチン接種を円滑に進めるとと
もに、どうみん割をはじめとする各種需要喚起
策を通じて、感染防止行動を実践しながら日常
生活を取り戻していく取組を進めてまいります
ので、引き続きのご理解とご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　さらに、本道の揺るぎない価値を一層磨き上
げながら、コロナ禍に伴う人々の考え方や行動
の変化を背景に、積雪寒冷の気候や広域分散型
の地域構造など、これまで本道にとってハン
ディとされてきた特性を新たな強みとして確立
するとともに、脱炭素化やデジタル化といった
社会変革の動きを的確に捉え、ポストコロナを
見据えた「攻め」の視点を持って果敢に挑戦し
てまいります。
　特に、2050年までに温室効果ガス排出量の
実質ゼロを目指す「ゼロカーボン北海道」の実
現に向けては、国内随一の再生可能エネルギー
のポテンシャルを活かした道内各地域の脱炭素
化の取組を支援するとともに、道自身も公用車
の次世代自動車化等により2030年までの50％
削減に取り組むなど、オール北海道で目指す姿
を共有します。
　また、ICTやAIなどの技術を活用した未来
社会「北海道Society5.0」の実現に向けては、
道民の皆様の視点に立った行政サービスのデジ
タル化や遠隔医療・遠隔教育、スマート農林水
産業など地域の実清を踏まえたデジタル化の取
組を加速します。
　こうした将来の成長につながる政策の種をま
き、道民の皆様とともに育て、これからも本道
が持続的に発展していけるよう全力で取り組ん
でまいります。
　新しい年が、皆様にとりまして、新たな希望
と飛躍に向けたスタートラインとなりますよ
う、心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とい
たします。

年　頭　所　感年　頭　所　感

北 海 道 知 事

　　　　鈴 木 直 道
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　年頭にあたり、謹んで新年のごあいさつを申

し上げます。

　新型コロナウイルス感染症が市内で確認され

てから約２年が経過いたしますが、市民・事業

者の皆さまには、外出自粛や営業時間の短縮、

休業要請など、大変なご負担をお掛けしながら

も、ご理解とご協力をいただいておりますこと

に、あらためて感謝申し上げます。

　いまだ予断を許さない状況ではございます

が、ワクチン接種の進展や治療薬の普及により、

感染対策と社会経済活動の両立に向けた動きが

本格化しております。引き続き、感染対策を最

優先に取り組みながら、コロナ禍により打撃を

受けた事業者への支援を行い、市内経済の回復

に向けた取り組みを進めてまいります。

　今年は、市制施行100年という節目を迎えま

す。札幌市は、感染症への対応や人口減少、少

子高齢化など、さまざまな課題に直面しており

ますが、そうした中でも、誰もが安心して暮ら

し、魅力と活力を創造し続けるまちづくりを進

めていかなければなりません。

　そのためには、若い世代が札幌に定着できる

環境整備が必要と考え、成長が期待されるＩＴ

や健康医療・バイオ等の分野を中心としたス

タートアップ企業の創出支援、観光・食関連産

業のさらなる振興などに取り組み、魅力ある雇

用の創出につなげてまいります。

　また、子どもを産み育てやすい環境づくりの

ため、引き続き保育定員の拡大や、子育てに困

難を抱える方への支援に取り組むほか、北海道

初となる公立夜間中学「星友館中学校」を四月

に開校し、誰もが輝けるまちづくりにも力を入

れてまいります。

　そして、未来を見据えたまちづくりを進める

契機となるのが、2030年冬季オリンピック・

パラリンピックの招致です。世界最大の競技大

会の開催は、子どもたちに夢と希望を与えると

ともに、スポーツを通じた健康と活力ある社会

の実現や、バリアフリー化の推進などにより、

全ての人にやさしい共生社会の実現につながる

ものと考えております。さらに、大会の開催に

向けて、市民・企業・行政が力と想いを結集し、

さまざまな課題の解決に取り組みながら歩む道

のりは、将来にわたって持続可能な街を築いて

いくための大きな契機になるものと確信してい

ます。今後、市民の皆さまと対話を行いながら、

計画のさらなる検討を進め、大会の実現を目指

してまいります。

　私たちの街・札幌は、先人たちの知恵とたゆ

まぬ努力により、さまざまな社会経済情勢の変

化に対応しながら、世界に誇る大都市へと発展

してきました。先人たちから受け継いだこの素

晴らしい札幌の街を、未来を担う子どもたちへ

持続可能な形で引き継ぐため、今年を次の100

年を見据えたまちづくりを進める礎を築く１年

としてまいります。

　どうか本年も、皆さまのお力添えをよろしく

お願い申し上げます。

年　頭　所　感年　頭　所　感

札　幌　市　長

　　　　秋 元 克 広
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「新しい時代と業界の発展に向けて」

　新年、明けましておめでとうございます。令

和４年の幕開けにあたり、謹んでお慶び申し上

げます。

　新型コロナウイルス感染症の新規感染者数

は、新たな変異ウィルスの出現により、まだま

だ安定した終息が見えない状況です。

　昨年は、８月に札幌市で東京五輪マラソン大

会が開催され、様々な制限がありましたが無事

終了し、業界にとって非常に良い経験となりま

した。

　一方で、10月に改定された最低賃金は、過

去最大となる賃金の引き上げとなりました。道

協会としては、労働集約型産業であるビルメン

テナンス業は「人が財産」であり、賃金の引き

上げは社会的責務であると認識しております

が、長引くコロナ禍により、業界を取り巻く環

境は極めて厳しい状況にあります。会員企業さ

んは、「事業の存続］と「雇用の維持」を最優

先に取り組んでおり、北海道の改定額は889円

となり、28円（3.25％）の大幅な引き上げは、

業界全体の事業運営に多大な影響を及ぼしま

す。このため、道協会では、関連する団体と連

携し、中小企業・小規模事業者の窮状をしっか

りと考慮した対応が行われるよう、各方面に要

望などの働きかけを行ってきました。

　また、まん延防止等重点措置や緊急事態宣言

などにより、道協会で実施する研修の開催回数

が減少しましたが、宣言等の解除後に直ちに実

施できるよう調整し、感染防止対策を徹底した

うえで一会場あたりの受講者を増やすなどし

て、計画どおりの受講者数となるよう、対応を

行ってきたところです。

　何れにいたしましても、コロナ禍の出口は未

だ見えませんが、道協会としては、これまでの

実践を通じて培ってきた経験を強みにして、必

ず訪れるコロナの終息後において、この強みが

十分に発揮でき、この先に向かって大きく前進

できるものと考えております。

　現在、2030年冬季五輪・パラリンピックの

札幌開催の招致に向けた動きもあります。コロ

ナ禍の先にある、夢のある未来に向かって、令

和４年も皆様にとりまして最良の年となります

よう、共に頑張っていきましょう。

年　頭　所　感年　頭　所　感

一般社団法人　北海道ビルメンテナンス協会

　　　会　長　岡 田 知 己
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　令和３年度において、当協会から下記の方々が受章及び受賞されました。
　受章及び受賞された皆様は、長年に亘り企業内はもとより、ビルメンテ
ナンス業界の発展のために幅広く尽力されました。
　心よりお祝い申し上げます。

令和３年春の褒章

◎黄綬褒章（労働関係）

江藤　恭一　氏（㈱江藤美装　代表取締役）

令和３年秋の叙勲

◎旭　日　小　綬　章

山田　春雄　氏（㈱ベリージャパン　代表取締役）

令和３年秋

◎北海道社会貢献賞

左海　富美雄　氏（ベルックス㈱　副会長）
生活衛生関係（建築物環境衛生）功労者

○令和３年（2021年）春

○令和３年（2021年）秋
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　令和４年１月12日㈬に札幌グランドホテル
にて、新型コロナウイルスの感染対策を万全に
行い開催いたしました。
　会員企業において、日頃の清掃や設備管理業
に精励し、永年の努力が認められた優良従業員
93名と、当協会が募集した令和３年度 労働災
害論文・標語の入選者11名の方々の表彰を行
いました。
　表彰式は別館２階「グランドホール」で行わ
れ、石田副会長による開式の辞、岡田会長の式
辞、北海道知事 鈴木直道様及び札幌市長 秋元
克広様のメッセージ紹介が行われました。

　その後、優良従業員一人ひとりが紹介され、
岡田会長から出席者全員に表彰状と記念品が授
与され、続いて労働災害防止論文・標語入選者
へ表彰状と記念品が手渡されました。
　受賞者を代表して、札幌施設管理㈱宍戸杏里
さんから謝辞があり、多田副会長の閉会の辞に
て表彰式は滞りなく終了いたしました。
　式典後には出席者全員で記念撮影が行われま
した。
　表彰の栄誉に輝いた皆さまにこころからお祝
い申し上げます。

第59回　優良従業員表彰式

石田副会長　開式の辞

北海道知事・札幌市長 メッセージ紹介

謝辞 受賞者代表 宍戸 杏里さん（札幌施設管理㈱）

岡田会長　式辞

優良従業員、論文・標語 受賞者全体

多田副会長　閉会の辞
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●　　優良従業員と労働災害防止論文・標語の入選者の方々　　●

第59回　優良従業員受賞者

令和３年度　労働災害防止論文・標語入選者
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　本年度は、12月20日㈪～ 21日㈫に青森県青
森市において、東北６県及び北海道の協会から
総勢46名が参加のもと開催されました。
　昨年度はコロナの影響で中止となりました
が、今回は開催地の青森県ビルメンテナンス協
会をはじめ東北地区本部のご尽力のもと、新規
感染者が縮小しているものの感染防止対策上、
各県協議会からの参加者を制限するなどして開
催されました。
　会議は、伊藤英明東北地区本部長、山田春雄
北海道地区本部長の両名による挨拶から始ま
り、特別講演では、全国ビルメンテナンス協会

の関内健治事業開発部主任による「全国協会が
進める入札制度改善事業について」と、当協会
の岡田知己会長による全協の発注ガイドライン
普及ワーキンググループ座長としての立場で

「法令に基づく入札制度改善要望について」の
講演が行われました。
　講演後の意見交換においては、道内の具体的
な取組事例も交えた講演内容に各県協会の方々
は非常に関心を示していた様子でした。
　なお、令和４年度の本協議会は、北海道釧路
地区で開催されることとなっております。

令和３年度　北海道 ・東北BM協議会（青森市）

会　議　の　様　子
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　（一社）北海道ビルメンテナンス協会主催・厚生労働省北海道労働局の後援を受け、新型コロナ
ウイルス感染症の感染防止対策を北海道労働局指導のもと実施して、前年度に続き参加人数を半数
制限に絞り全道８地区で総勢131社、277名の参加者を得て開催しました。
　また、開会にあたり厚生労働省北海道労働局長 上田国士 様のメッセージを各開催地で紹介しま
した。

令和３年度 労働安全衛生大会

　本年の講義･講演は、各地区の労働基準監督
署の講義に加え、“十勝、釧路、札幌、旭川”
４地区では、（一社）日本労働安全衛生コンサ
ルタント会北海道支部より講師を招き “労働安
全活動の手法や防止対策等” を講演いただき、
“苫小牧・北見・室蘭・函館” ４地区では（一社）
北海道労働安全サービスセンターの集団支援を
活用して、安全講話「危険を知って災害を防止
し、エイジフレンドリーな職場を作ろう」と題
して講演された。死傷災害は、転倒、墜落転落
が多く、続いてはさまれ巻き込まれが多い状況
であるが、腰痛も関連することから、今回の講

演は転倒に絞って話を進められた。
　転倒災害は、「すべる」「つまずく」「踏み外
す」ことによって発生することから、転倒防止
策として、良い歩き方の習慣化（足元の視界の
確保、荷物を抱えない、手を空ける、手摺を使
う等）、転倒しにくい靴の使用（サイズ、重心、
トゥスプリングが高く柔らかく、底が滑りにく
い）、予測して歩く習慣を（「転倒リスクマップ」
の作成等）といったこと、また、転倒防止の観
点から腰痛対策として、「腰痛防止の “これだ
け体操”」の実演や腰にやさしい姿勢を教示さ
れた。

⑴　10月７日（木）13：30 ～「苫小牧市民会館」
にて10社30名が参加しました。
　苫小牧地区協議会石川事務局長の司会
進行で始まり、北海道協会副会長兼地区
会長の水野光宏氏より今回の大会を契機
に労災滅へ向けて各社とも更なる取組の
実施をとの開会挨拶により開会しました。
　講義・講演終了後、苫小牧地区輪島信男
副会長より閉会挨拶があり、皆様の御協力
のもと今回も有意義に終えることができ、
これからも本大会を継続していきましょ
うとの挨拶で終了し、閉会しました。

⑵　講義……苫小牧労働基準監督署 署長 加藤 
孝 様より「ビルメンテナンス業における
労働災害防止について」と題して、以下
のような講義をいただきました。
○　令和３年度の労災件数は全体で増加

傾向となっている。
　この状況を受け北海道労働局におい
ても、死亡労働災害撲滅及に向けた緊

急要請を出したが、その後も好転はして
いない。道内のみならず苫小牧管内も同
様の傾向となっている。
　８月末の時点で前年より20パーセン
トほど件数が増加となっており、業界全
体での取り組みが重要となっている。

①企業トップが自らパトロールを実施
②現場ごとに検討を行い、速やかに対

応
③職員の安全意識を高める

　以上を継続的に行っていただきたい。
　新型コロナも一見落ち着いているよう
に見えるが、まだまだ収束とは言えない
状況であるが、感染対策を徹底しつつ、
安全意識を保つようご尽力いただきた
い。

⑶　講演……北海道安全衛生サービスセンター
の講演は、道内４地区の内容を、安全衛生
大会先頭ページに掲載しております。

・苫小牧地区担当　～　安全管理士　衛生管
理士　吉村　良起　様

苫小牧地区大会1
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⑴　10月13日（水）13：30 ～「ホテル黒部」
にて11社28名が参加して開催されまし
た。
　昨年に引き続き参加人数を絞り十分な
換気を行った上での開催となりました。
　冒頭、北見地区協議会　宮武会長から
開会挨拶、北海道ビルメンテナンス協会　
労働安全衛生会　島委員長より主催者挨
拶をいただきました。
　最後に北見地区協議会小林副会長より
今回学んだことを他人事としてではなく
自分のこととして考え行動していこうと
の閉会挨拶があり大会は終了しました。

⑵　講義……北見中央労働基準監督署　署長　
十倉正直 様より「ビルメンテンス業にお
ける労働災害防止について」と題して、以
下のような講義をいただきました。
○　北見地区のビルメンテナンス業にお

ける労働災害は比較的多い状況となっ

ている。
　軽度な危険も大きな危険につながる場
合も多々ある。油断する事なく社内でも
注意喚起を続けていただきたい。
　対策としては、まずは転ばない事。年
齢層に関わらずに職場全体で危機意識を
もってほしい。
　年齢が高めの方は身体の衰え等もある
ので、自分の体力を過信せずに十分注意
をしながら仕事を進めてほしい。
　労災が発生すると企業側は人的な損失
に繋がり、従業員側は日常生活に影響が
出てくる。
　社会全体で労働災害自体を失くしてい
かなければならない。

⑶　講演……北海道安全衛生サービスセンター
の講演は、道内４地区の内容を、安全衛生
大会先頭ページに掲載しております。
北見地区担当
　専門役　安全管理士　　橋本　秀利　様

主催者開会挨拶 北海道協会副会長 兼 苫小牧地区 水野光宏会長

（一社）北海道安全衛生サービスセンター 吉村 良起 安全管理士

苫小牧労働基準監督署 加藤　孝 署長

労働安全衛生大会 参加者

労働安全衛生大会 参加者

閉会挨拶　苫小牧地区 輪島 信男 副会長

北見地区大会2

―9―



⑴　10月21日（ 木 ）13：30 ～「 と か ち 館 」
にて14社33名が参加し開催しました。
　工藤事務局長の司会進行により、帯広
地区 髙氏会長の挨拶と北海道協会水野副
会長の開会挨拶により開会いたしました。
　本年も昨年同様、新型コロナウイルス
感染対策を万全にし人数制限を設けての
実施となりました。
　講義・講演終了後、帯広地区小川副会
長より閉会挨拶で終了しました。

⑵　講義……帯広労働基準監督署　安全衛生
課 唐澤直人 様より「ビルメンテナンス業
における労働災害防止について」と題し
て、以下のような講義をいただきました。
○　労働災害発生件数全体として、帯広

管内では令和１年度死亡災害13件と非
常に多かった。
　令和２年度は４件と減少となった。発
生件数は令和２年度が561件と、非常に
多い状況となっていた。
　ビルメンテナンス業で見ると発生件
数は概ね毎年10件前後となっていたが、
令和３年度の９月末現在で既に10件と
なっており、対応が急務である。
　事故型別では、過去10年、転倒40％、
墜落・転倒27％と約７割を占めている。

　特に冬季は多発傾向にある為、これか
らの対応がポイントになってくる。現場
においても箇所に応じた具体的な対策が
必要となるので、現場員にて確認をして
ほしい。
　帯広管内でも有害物質が原因の災害が
発生しており取り扱いには注意が必要。
　特にビルメンテナンス業では、清掃薬
剤など使用の機会も多く、現場において
も十分な研修と対策をお願いしたい。

⑶　講演……曽根労働安全コンサルタント事務
所　代表　曽根　敬夫 様より、「『安全第
一』から考える労働災害の防止について」
と題して、以下のような講演をいただきま
した。
〇　労災事故の９割は人的要因（ヒューマ

ンエラー）が関係している。①心理的要
因として、人の記憶は、１時間で半分は
忘れ、１日で３分の１になるが、長期記
憶は31日経ても20％は残る。この20％
に残るような話し方・教育が必要である。
②生理的要因としては、疲労や睡眠不足、
アルコール等があるので、注意が必要で
ある。③組織的要因としては、チームの
人間関係、リーダーシップ、チームワー
ク、コミュニケーションが大切である。

〇　こうしたヒューマンエラーをカバー

開会挨拶 北見地区 宮武 亨丞 会長

（一社）北海道安全衛生サービスセンター 橋本 秀利 専門役

主催者挨拶 北海道協会 島 典賢 労働安全衛生委員長

労働安全衛生大会 参加者

北見労働基準監督署 十倉 正直 署長

閉会挨拶　北見地区 小林 泰志 副会長

十勝地区大会3
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し、減少させるには、①フールプルーフ
（間違った使い方をしても事故が起こら
ないような仕組み）を用意すること（高
所作業用の道具が落下しないように紐で
結わえておく等）、②フェールセーフ（仮
にエラーが起きても、周囲に損害や危険
を及ぼすことの無い設計）をとることが
必要である。

〇　不安全（危険）行動防止のポイントと
しては、①知識不足を補う教育、②技能
不足を補う訓練、③危険軽視（ルールに
納得しない、皆やっていない、守らなく
ても注意しない、罰せられない）を生ま
ない組織風土・考え方への改善が大切で
ある。

開会挨拶 北海道協会 水野 光宏 副会長

帯広労働基準監督署 唐澤　直人 監督官

開会挨拶 十勝地区 髙氏 英年 会長

労働安全コンサルタント　曽根　敬夫 講師

労働安全衛生大会 参加者

閉会挨拶 十勝地区 小川 清 副会長

⑴　10月26日（火）13：30から釧路市生涯学
習センターにて釧路地区労働安全衛生大
会を会員、非会員合わせて15社31名の参
加をいただき開催しました。
　開催に当たり、臼井釧路地区協議会会長
から、最近の労働災害の発生状況等に関
するお話を含めて開会挨拶がありました。
　また、水野北海道ビルメンテナンス協
会副会長から、労働災害防止には妙薬は
なく、労災保険料を上げないように、安
全には注意が必要とのお話を含めて主催
者挨拶がありました｡
　講演終了後、全員で安全作業を誓い合
い、緒方釧路地区協議会副会長からのメッ
セージを小泉事務局長が代読し、令和3年
度釧路地区労働安全衛生大会は閉会いた
しました。

⑵　講義……釧路中央労働基準監督署　第２

方面 安全専門官 瀬戸 神津太郎 様より「ビ
ルメンテナンス業における労働災害防止に
ついて」と題して、以下のような講義をい
ただきました。
○　釧路管内の清掃業全体では、前年件数

と比較して減少傾向となっている。
　ビルメンテナンス業の事故の型別で
は、ここ10年の統計で転倒が５割近く
となっている。
　毎年２、３月は発生件数が増加となる
為、冬季の対策がカギとなる。
　道内全域での死亡災害例として、屋外
清掃中での墜落事例・脚立からの転落事
例・一酸化炭素事例・凍結路面での転倒
事例が過去に発生している。
　軽度な災害が重篤なケースに繋がる事
もあり、十分な対策と安全意識を常に高
くもっていてほしい。
　労働対策は日々の積み重ねが大事であ

釧路地区大会4
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る。本大会が安全管理を見直す機会とな
れば幸いである。

⑶　講演……日本労働安全衛生コンサルタン
ト会 北海道支部 労働安全コンサルタント　
佐藤　尚武 様より、「KYT（危険予知活動）
そしてRA（リスクアセスメント）へ」と
題して、以下のとおり講演をいただきまし
た。
　ビルメンテナンス業における労働災害の
大部分は転倒、墜落・転落によるものであ
る。
　災害発生のメカニズムを読み解くと災害
に至るプロセスを見つける事が出来る。
　不安全な状態に不安全な行動が重なった

際に労災は発生するものだが、事故が起
こった後に検討するのではなく、発生前に
KYT（危険予知活動）、RA（リスクアセス
メント）により改善を目指していただきた
い。職場内にて、いつか起こりえる状況を
検討して、都度対処する。
　現状でたぶん大丈夫だと放置するとそれ
が要因の一つとなり、大事故に繋がってし
まう。
　『気づき』があったら『改善』へ。
　以上の通り、実際の現場での経験を元に
KYT基礎４Ｒ法など簡潔にご教授いただい
た。

開会挨拶 釧路地区 臼井 尚樹 会長

釧路労働基準監督署第２方面 瀬戸 神津太郎 安全専門官

主催者挨拶 北海道協会 水野 光宏 副会長

労働安全コンサルタント 佐藤 尚武 講師

労働安全衛生大会 参加者

閉会挨拶　釧路地区 緒方　秀　副会長欠席の為 小泉 和史 事務局長代読

⑴　11月２日（火）13：30 ～「ビルメンテナ
ンス会館」にて24社34名が参加し開会。
　三浦理事の司会進行で始まり、北海道
協会岡田克己会長の開会挨拶により開会
しました。
　講義・講演終了後、札幌地区田中芳章会
長より閉会挨拶があり、講義・講話の内
容を各社の安全衛生活動に積極的に活用
いただき、災害撲滅に活用願いたいとし、
閉会しました。

⑵　講義……札幌中央労働基準監督署　安全
衛生課長渡邊哲也 様より「災害事例と労

働災害防止活動のポイント」と題して、以
下のような講義をいただきました。
○　労働災害で問われる企業の責任（刑事

上の責任、行政上の責任、民事上の責
任、補償上の責務、社会的な責任）があ
り、職場の「安全風土・安全文化」形成
の３つの柱である①トップの姿勢、②管
理者による実践、③職場自主活動の活性
化の安全活動が重要である。「無災害に
不思議な無災害はあるが、災害に不思議
な災害はない」という話もあり、災害に
は必ずその原因とそれに至る問題が存在
し、その問題には、見えないものもある。

札幌地区大会5
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それを発見して、こつこつと対策を取っ
ていく努力こそ「災害ゼロ」「危険ゼロ」
に繋がる。

〇　北海道の災害発生状況を見ると、令和
２年の死亡事例は51件と過去最低を記
録したが、人口に比べると、死亡事故の
発生率は高い。その原因は、強いていう
ならば冬の凍結路面である。ビルメンテ
ナンス業では、過去10年間で６名が死
亡したが、そのうち４件が墜落･転倒に
より、転倒によるものも１件あるので、

これからの季節、十分に注意してほしい。
　その他高年齢従業員の健康管理や実際
の労働災害事例のご紹介などいただい
た。

⑶　講演……曽根労働安全コンサルタント事務
所　代表　曽根　敬夫 様より、「『安全第
一』から考える労働災害の防止について」
と題して、講演をいただきました。
　講演内容につきましては、3十勝地区安
全衛生大会のページに掲載しております。

主催者挨拶 北海道協会 岡田 知己 会長

札幌中央労働基準監督署 渡邊 哲也 安全衛生課長

労働安全衛生大会 参加者

労働安全コンサルタント　曽根 敬夫 講師

労働安全衛生大会 参加者

閉会挨拶　札幌地区 田中　芳章 会長

⑴　11月５日（金）13：30 ～「北洋ホール」
にて20社60名が参加し、佐々木事務局長
の司会進行で始まり、旭川地区山中智雄会
長の開会挨拶、北海道協会労働安全衛生委
員会 島 典賢委員長の主催者挨拶があり開
会しました。講義・講話終了後、旭川地区
山田知央副会長の閉会挨拶では、労働災害
撲滅を誓い労働安全大会を閉会しました。

⑵　講義……旭川労働基準監督署安全衛生課
長 傳福秀敏様が「ビルメンテナンス業に
おける労働災害の防止について」と題し
て、以下の諸点を教示された。
　北海道労働局長から、８月20日に「死
亡労働災害撲滅に向けた緊急要請」が発
出され、①企業トップや責任者のパトロー

ルにより、作業計画、転落防止等の措置の
総点検、特に転落防止のためのヘルメット
着用の推進を実施すること、②安全衛生管
理体制の確立と安全衛生委員会での検討・
改善を速やかに実施すること、③労働者の
危険への意識、安全確保への意識を高める
ことを求めている。これに従った取り組み
をお願いする。
　旭川労働基準監督署管内のビルメンテナ
ンス業の労災は、全労災事故の３％である
が、転倒、転落が８割を占め、特に12月
から翌年２月の間が多いので、これからの
季節、注意されたい。
　労災事故の被災者の25％を、60代以上
のシニア世代が占めているので、段差を解
消したり、大きな文字での注意書きを掲示

旭川地区大会6
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開会挨拶 旭川地区 山中　智雄 会長

旭川労働基準監督署 傳福 秀敏 安全衛生課長

労働安全衛生大会 参加者

労働安全コンサルタント　若本 憲隆 講師

主催者挨拶 北海道協会 島 典賢 労働安全衛生委員長

閉会挨拶　旭川地区 山田 知央 副会長

するなど、高齢労働者に配慮した職場環境
づくりをお願いする。
　冬季間は、転倒事故が多く、特に、駐車
場を重機できれいに除雪した後の路面で発
生することが多いので、ご注意を！

⑶　講演……若本労働安全コンサルタント事務
所代表 若本憲隆様が、「安全作業の確立と
健康の保持について」と題して、以下の諸
点について、お話をされた。
　不注意や錯覚といった何でもないエラー
が、事故に結びつくことが多い。
　これらは、知識・技能の不足・行動の不
備、そしてヒューマンエラーによる。これ
を取り除いていこうというのが、リスクア
セスメントである。
　安全衛生規則の一部が改正され、足場関
係では、足場からの墜落防止措置や安全点
検等の充実が求められ、また、転落防止用
具関係では、安全帯が墜落制止用具に改ま
り、安全性の強化が求められている。

　「ほう（報告）れん（連絡）そう（相談）」
が安全順守の基本である。
　講師独自の主張として、５Ｓ運動（整理・
整頓・清掃・清潔・習慣）の推進を掲げら
れた。
　健康の保持が大切…「病は気から」とい
うが、職場のストレスを軽減することが大
事。
　ストレスの解決法としては、休みの日に
趣味や趣向に熱中したりという方法もあ
る。
　ストレスを持続させないためには、他人
ができる仕事は他人に任せる、休日は仕事
を忘れる、午前午後一度は息を抜くという
方法がある。また、健康十訓やがん予防
12 ヶ条というのもあるので、参考にされ
たい。
　仕事の開始前には、ストレッチをするな
ど、暖気運転をしてから仕事に入るように
してほしい。

⑴　11月15日（月）13：30 ～「アパホテル室蘭」
にて,開催され、８社26名が参加しました。
大会は、中川正夫事務局長の司会進行によ
り、室蘭地区安藤則昭会長の開会挨拶、北
海道協会労働安全衛生委員会・島 典賢委
員長の主催者挨拶と進められました。講義・

講話終了後、室蘭地区藍原 聡副会長の閉
会挨拶では、下火とはいえ、新型コロナ感
染防止を呼びかけ、労働災害撲滅を誓って、
労働安全大会を閉会しました。

⑵　講義……室蘭労働基準監督署副署長 阿部
香矢様が「ビルメンテナンス業の労働災害

室蘭地区大会7
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開会挨拶 室蘭地区 安藤 則昭 会長

（一社）北海道安全衛生サービスセンター 橋本 秀利 専門役

主催者挨拶 北海道協会 島 典賢 労働安全衛生委員長

労働安全衛生大会 参加者

室蘭労働基準監督署 阿部　香矢 副署長

閉会挨拶　室蘭地区 藍原 聡 副会長

防止について」と題して、室蘭地区の災害
状況を解説、ビルメンテナンス業での発生
件数は、令和３年10月末まで（暦年）で
４件と前年同期の９件に比べ、減少してい
るが、これからの時季、凍結や降雪により
転倒事故が増える（ここ２、３年、ビルメ
ン業の労災事故の40％以上）ので、「４つ
のＳ」即ち整理・整頓・清掃・清潔を心が
けるとともに、高さ２ｍ以上の場所で作業
床が設置できない場合は、作業準備段階か

ら、ロープで身体を保持する「ロープ高所
作業」を実施すること、また、管理、監督
者は、定期的に作業現場に赴き、危険の芽
を摘むよう心掛ける必要があることなどと
話された。

⑶　講演……北海道安全衛生サービスセンター
の講演は、道内４地区の内容を、安全衛生
大会先頭ページに掲載しております。
室蘭地区担当　　専門役　安全管理士　　
橋本　秀利　様

⑴　11月22日（月）13：30 ～「五島軒 本店」
にて、開催され、23社32名が参加しまし
た。
　大会は、函館地区 野戸理事の司会進行
により、函館地区 成田会長の開会挨拶、
北海道協会 岡田会長の主催者挨拶と進め
られました。
　来賓として、函館労働基準監督署 署長
の菊池様より挨拶をいただきました。
　講義・講話終了後は、函館地区 田中副
会長の閉会挨拶で終了となりました。

⑵　講義……函館労働基準監督署　安全衛生
課長 井森一晶 様より「ビルメンテナンス
業における労働災害防止について」と題
して、ご講義いただきました。
　函館管内において、令和２年１月～令和

３年10月までの事故型別の集計では、転
倒が30％、墜落・転落が26％となってい
る。転倒では、この内87.5％が骨折。墜落・
転落では57.1％が骨折。どちらも打撲だ
けで終わっていない状況であった。過半数
を占めるこの２点を重点対策すれば、大幅
な事故の減少が見込める。
　厚生労働省では、「脚立を使う前に」や「は
しごを使う前に」、「あなたの職場は大丈
夫？」などの各チェックシートを用意して
いる。是非、各職場において活用していた
だき現場の職員全員の安全意識を高く保っ
てほしい。
　墜落・転落事故は決して高い場所から発
生している訳ではない。
　函館地区においては低いところからハシ
ゴ・脚立から転落するケースが大半となっ

函館地区大会8
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ている。
　年齢層の高い従業員がビルメンテナンス
業にも多くいらっしゃると思う。
　エイジフレンドリーガイドラインやエイ
ジアクション100など、高年齢労働者の安
全や健康確保のガイドラインを策定してい
るので、積極的な活用をお願いしたい。
　化学物質による労働災害も毎年発生して
いるところだが、まずは管理者・現場責任

者が用法・要領をしっかり理解した上で、
従業員に分かりやすく説明していただきた
い。事故が起きないよう掲示の工夫や場所
の設置など対策していただきたい。

⑶　講演……北海道安全衛生サービスセンター
の講演は、道内４地区の内容を、安全衛生
大会先頭ページに掲載しております。
函館地区担当　　専門役　安全管理士　　
橋本　秀利　様

開会挨拶 函館地区 成田　豊 会長

函館労働基準監督署 井森　一晶 安全衛生課長

閉会挨拶　函館地区 田中　千尋 副会長

主催者挨拶 北海道協会 岡田　知己 会長

（一社）北海道安全衛生サービスセンター 橋本 秀利 専門役

函館労働基準監督署 菊池 俊文 署長

労働安全衛生大会 参加者
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　３年前まで、私は作業スタッフとして現場で
働いていました。当初は時間がかかっていた作
業にも少しずつ慣れ、初めて上司から褒められ
新たな仕事を任された時は、とても嬉しかった
のを覚えています。そして、周囲の期待に応え
たかった私はある日、時間内に何とか業務を終
えるべく急ピッチで作業を進め、不注意から大
型台車との衝突、あわや労災事故を起こしかけ
てしまったのです。
　現在は現場を離れ、管理部門の労務事務員と
して労災事故の集計や手続を担当しています。
業務を通じ、３年前の当時いかに自らの行動が
浅はかで、重篤事故につながりかねないもの
だったかを改めて知り、恥じる思いです。その
気持ちを忘れず、労災を減らすにはどうすべき
か考えながら、業務に取り組んでいます。
　数多くの労災事例とその顛末を知る中で、現
場にいた頃には知りえなかったデータや状況が
見えてきました。特に私が注目したのは、労災
発生原因の大半が「不注意」によるものだとい
うことです。ビルメン業界では同じ作業の繰り
返しが多いことから、経験と共にスタッフの手
際は徐々に洗練、効率化されていきます。しか
し、それは同時に慣れや油断が生じやすくなる
ということでもあり、これがいわゆる「不注意」
に繋がる大きな要因だと考えられます。もちろ
ん、常日頃から気を付けて作業するようスタッ
フへの注意喚起は欠かせませんが、人の手で行
う作業が中心である以上、この「不注意」を完
全に無くすのは現実的になかなか難しいように
思えます。
　そこで、別のアプローチから労災防止を考え
ます。不注意から発生した労災事故について、
その不注意に至る理由や背景がどこかに潜んで
いないか検証すること、ひいては「環境そのも
のを労災が起きにくいものに改善する」取組み
が有効ではないでしょうか。現場での作業経験
と労災事故のデータ集計結果から、私が考える
施策を以下に提言します。
　まず、事故の発生原因をしっかり明確にする

ことです。「不注意」が原因だとした場合、「疲
れで集中力が散漫になっていた」のかも知れま
せんし、「急いでいて丁寧に作業できなかった」
のかも知れません。「多少の注意はしていたが、
本人ではどうしようもなく起こるべくして起
こった」可能性もあります。当たり前のことで
すが、再発防止策の検討には一歩踏み込んだ原
因の究明が不可欠です。
　次に、環境や仕組みに不備がないか検証しま
す。具体的には「業務量に対する作業時間や人
工数、人員配置が適切であったか」、「事故が起
こりうる危険個所を把握できていたか」、「作業
手順やマニュアルがあり、その手順は適正か」
等が考えられます。これらを正確に把握するた
めには、日頃から何でも忌憚なく言い合えるス
タッフとの信頼関係、縦と横の繋がりの構築も
当然必要となるでしょう。
　そして、これらを踏まえ事実関係を確実に記
録し、見えてきた課題から再発防止策を講じま
す。事故1件1件を省みたデータの積み重ねか
ら分かることもあり、そこから新たな施策のヒ
ントが得られる可能性もあります。また、事故
発生から再発防止策までの一連の流れはスタッ
フへ情報共有し、「他人事ではなく、我が身に
起こりうること」として聞いてもらうことで、
注意喚起の意味合いが更に増すものと思いま
す。
　令和２年度、当社は残念ながら過去５年間で
最も多い労災発生件数を記録してしまいまし
た。奇しくも、コロナ禍による心身の疲れが大
きかった１年です。私は、これも隠れた事故発
生原因のひとつとしてあった気がしてなりませ
ん。上記施策は労災防止だけでなく、コロナ禍
の今だからこそ殊更求められる「働きやすい職
場の環境づくり」という観点からも効果がある
と考えます。
　今年は１件でも多くの労災事故を防止し、現
場のスタッフが辛い思いをしないで済むよう、
注意喚起を行って参ります。

令和３年度　労働災害防止論文　金賞

中央ビルメンテナンス株式会社　安　部　拓　見

「労災の起きにくい環境づくり」
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　私はJRタワーの中で、『Ｔコメット』として
お客様へのご案内と館内の清掃業務を行ってい
ます。お困りのお客様を見つけた際は、他のお
客様にぶつからないように気を付けながら近寄
り、声を掛けてご案内をしています。
　館内を巡回していると、お客様が突然立ち止
まったり、方向転換をしたり、またはお店から
周囲を確認せずに出てきたりと、危険なことが
多く起こるため、周囲をよく見て緊張感を持ち
ながら巡回を行っています。なので、新人研修
では、巡回中に起こり得るヒヤリハットに触れ
ながら業務を教わります。
　例えば、館内のガラス扉を拭く際は、周囲に
お客様がいないかを確認してから、両手で扉を
引いて開けます。ガラスを拭く際は、90度ま
で扉を開け足先をドアストッパーにし、扉を押
さえながら拭きます。また、閉める際は、周囲
の状況を確認してから、最後まで両手で閉めま
す。この基本動作は、１か月の研修期間にすり
込まれているため、ガラス扉でのヒヤリハット
は全くと言っても良い程、経験した事がありま
せんでした。
　しかし、この当たり前になっていた動作で「事
故なんて起こさない」「大丈夫だろう」と過信
したために、事故になり兼ねないヒヤリハット
が起こりました。
　その日は、普段通りにガラス扉を拭き終え、
閉めるために、前後からお客様が来ていないか
確認し閉め始めたところに、前方からお客様が
来ていることに気が付き、慌てて扉を開けまし
た。もし、気が付かず、開いた扉から手を離し
ていたら、危うくお客様を扉に挟めてしまって
いたと思うと、ヒヤッとしました。
　私は、この事から何故、周囲を確認したのに
も関わらず、このようなヒヤリハットが起きた
のかを考えました。一番の原因は「注意不足」
です。私が拭いていたガラス扉には、営業時間
が書かれた白い大きなラミネートが貼られてい
ました。前方を確認したタイミングでお客様の

姿がラミネートと重なり、見えなくなっていた
のです。『奥にいるかもしれない』という発想
に至らず、前方を確認したつもりでいただけで、
きちんと確認していませんでした。
　このことで、周囲を確認した後も「もしかし
ら」と考えて行動しなければいけないと痛感し
ました。
　このヒヤリハットを体験してから、ラミネー
トで見えにくい部分は目視できちんと確認でき
るように、扉から少し顔を出して確認するよう
にしています。また、同僚にもこの事柄を伝え、
注意してもらうことにしました。後方確認をす
る際も、ただ後ろを見るのではなく、「思わぬ
ところからお客様がくるかもしれない」という
気持ちで、更に周辺を見渡してから、開閉の動
作を行っています。
　現在は、多くの場所で新型コロナウイルスの
感染対策として設置されている「消毒液」です
が、液体のため床に零されることも多く、床が
滑りやすい状態になっていたり、設置台がスタ
ンドタイプでコンパクトな分、倒れやすかった
りと、新たに気を付けなければならない事が増
えました。このような状況の変化に対応してい
くためにも、小さな変化も見逃さず、疑問に感
じたことは、職場で共有し事故防止に努めてい
ます。
　また、各々が体験したヒヤリハットを詰所に
掲示することで、自身では経験した事がないヒ
ヤリハットを知ることが出来、その場所や場面
では注意し対応するようにしています。
　最後に、日常的に起こるヒヤリハットが本当
の事故にならないよう、普段行っている確認作
業や動作の意味を改めて考え、これからも「も
しかしたら」という気持ちを忘れずに行動しま
す。また、自らの安全と施設をご利用頂くお客
様の安全を守り、気持ちよくJRタワーをご利
用できるように、事故防止とともに快適な空間
づくりに努めます。

令和３年度　労働災害防止論文　銀賞

北海道クリーン・システム株式会社　斎　藤　春　菜

「ヒヤリハットからの気付きと事故防止」
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　私は現在入社して７年目、札幌駅直結の大型
商業施設で清掃をしています。清掃といっても
商業施設なので、お客様と接する機会が多い事
から、日々、お客様に対して怪我や事故の無い
ように注意しながら、仕事をしています。しか
し、今から約５年前、仕事が終了し後片付けを
している途中で、私自身大怪我をしてしまいま
した。
　概要は、液体石鹸の入った一斗缶を、固定さ
れていない枠の中へ入れようとしていたのです
が、上手く入らずに困っていた方がいた為、お
手伝いをしようと思い、その枠の下方を指で押
さえました。しかし、その方から手を離す指示
が無く、突然一斗缶が離され、私の指の上に落
ちて来ました。咄嗟に指を枠から引きましたが
遅く、指から出血し、更に指が切断しかけてい
ました。幸い施設内に病院があり、そこですぐ
に手当てを受けることができたので、今現在指
は完治していますが、もしも近くに病院が無い
場所で働いていた場合、私の未来は少し変わっ
ていたかもしれません。
　毎朝、作業前の朝礼で、上司から事故や怪我
の無いように言われていましたが、業務終了後
の出来事でしたので、自分でも予測出来ずに不
注意だったと反省しています。
　事故時、お互いにいつ手を離すか声を掛け
合っていれば、このような事にはならなかった
かもしれません。また、仕事が終了しても「いつ」

「どこで」「誰にでも」危険な事はあるという体
験をしました。どのような時でも「声を掛け合
う」という事が、事故や怪我を防ぎ、職場の安

全に最も重要な事であると学びました。「声を
掛け合う」とは、事故や怪我を防ぐだけではな
く、お互いを思いやる気持ちが生まれ、良い職
場環境作りにも繋がるのではないでしょうか。
　仕事をする上で大切な事は、自分にとってや
りがいのある仕事ですが、それにはやはり良い
職場環境、つまり人間関係だと思います。人間
は気持ちを「言葉」で表す事が出来る生き物で
す。会話も無く殺伐とした環境の中では、どの
仕事も楽しくなく、やりがいを感じず、安全作
業に目を向ける事も出来ないのではないでしょ
うか。私達は「家族」には声を掛けます。それ
と同様、職場の仲間にも「声を掛ける」事が、
重要なコミュニケーションだと思います。他人
同士の集まりだからこそ「意識」し、「声を掛
ける」事が必要です。
　事故が無く明るい職場作りには、一人一人の
意識が重要です。誰かが「声掛けをする」ので
はなく、自分から積極的に「声掛けをする」意
識を持つと、周りもきっと自然と「声掛け」を
するようになるのではないかと考えます。
　また、職場の同僚だけではなく、同職場で働
くショップスタッフの方にも、「おはようござ
います」や「お疲れ様です」等の声掛けをする
事でコミュニケーションが取れ、施設全体の輪
が強まるのではないでしょうか。
　私は、過去の自分の体験で学んだ事を生かし、
これから積極的に一声掛ける「大切さ」を伝え
ていき、安全作業と明るい職場作りに取り組ん
でいきたいです。

令和３年度　労働災害防止論文　銅賞

北海道クリーン・システム株式会社　若　原　智　美

「一声の大切さ」
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　目下、世界中を苦しめている新型コロナウイ
ルスにより、我々の生活は一変した。マスクは
当たり前のように着用し、手指消毒のためのア
ルコールもいたるところに設置された。事務所
には、体温測定を自動で行ってくれる検知器が
設置され、毎朝、「正常な体温です」の機械音
声を聞く異質な日々にもすっかり慣れた。
　このように、我々の取り巻く作業環境はコロ
ナ禍により、大きく変容したが、労災との関連
性も注目すべきところである。特に、この猛暑
のさなか、マスクをした状態での作業は現場ス
タッフにとって大きな負荷がかかるし、ただで
さえ様々なことに気を遣う必要のある現場、配
慮すべき事項が一つ増えただけでも大変なも
ので、コロナ対策を抱えながらの現場管理に
は、これまで以上に、管理者の意識付けが重要
になってくる。コロナ禍での暮らしには、一定
程度「慣れた」かもしれないが、労災とはあら
ゆる現場のあらゆる場所に発生する可能性があ
り、決して、その作業状況に慣れてしまっては
より危険性が高まるものである。その、コロナ
禍での労災対策として、私が提言したいことは
３つある。
　１つは、「基本を忠実に守り、作業を行う」
ことである。コロナ禍ではこれまで気にならな
かったことも気になってしまうことがどうして
も増えるなか、できる限り、平常心を保ち、作
業に当たることが肝要である。
　２つめは、その平常心を保つために、なによ
り新型コロナウイルスに関する情報について、
根拠のないものに振り回されず、行政や、協会
等が発信する確かなエビデンスのある情報を取
り入れ、社員に周知するとともに、管理者自ら
がその啓発に努力することである。現場で働く
社員を安心させることが目的である。
　３つめは、コロナ禍を機に、今まで見えなかっ

たものが見えてくるということである。労災防
止の観点におけるあらたな視点をもてないか、
ということである。コロナ禍は、人類全体に行
動変容を迫るようなものであり、ピンチはチャ
ンスと簡単に言える状況ではないものの、コロ
ナ禍に対応するなか、労災を防ぐ新たな視点と
は何かを常に模索する管理者の姿勢が、建設的
な労災防止策とコロナ対策の捉え方ではないだ
ろうか。コロナ対策をしているなかで、労災防
止にも繋がった、という事案が一番、理想的で
ある。
　その視点で考えると、キーワードはＩＴでは
ないだろうか。コロナ禍は、日本全体のＩＴ推
進にも拍車をかけている。ＩＴを活用した安全
管理で労働災害を防ぐ。例えば、建設現場の高
所作業では「転落・墜落」、製造業の工場では
重機への「挟まれ、巻き込まれ」などの労災が
考えられるが、スマートフォンやセンサーなど
のIOT技術を活用することで、作業者の位置や
危険な重機との接近などを検知でき、現場管理
者へ素早く状況を伝える作業員安全支援システ
ムが、すでに実現されているところもあると聞
く。ビルメンテナンス業界においても、作業員
の安全確保のために、デジタル技術を取り入れ
ていくことが、労災防止に対する、将来を見据
えた取り組みになるのではないだろうか。最近
では、IT化とは異なる、DX（デジタルトラン
スフォーメーション）といった概念が一般的に
なってきており、ますます、デジタル技術の活
用は重要性を増している。
　私は、100年に一度と言われる、未曽有のコ
ロナ禍というパンデミックを、ビルメンテナン
ス業の在り方を考える好機と捉えることが、重
要なことと考えている。今後もビルメンテナン
ス業の発展に、会社を通して尽くしていきたい。

令和３年度　労働災害防止論文　佳作

中央ビルメンテナンス株式会社　鎌　田　敬　之

「コロナ禍での労災防止を考える」
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令和３年度　労働災害防止標語　入賞者
金賞  誰かより　気づいたあなたが　まず確認

 中央ビルメンテナンス㈱　　金　田　美　技

銀賞  危険の芽　皆で摘み取る　報・連・相 ㈱キタデン　　石　黒　隆一郎

 人のヒヤリは、自分のヒヤリ　みんなで共有　安全作業
 北海道クリーン・システム㈱　　柳　川　　　彩

銅賞  あいさつで　気持ちの交流　広がる笑顔
 北菱産業埠頭㈱ビル管理部　　野　口　理　恵

 焦らず　無理せず　油断せず　みんなで取り組むゼロ災害
 北海道クリーン・システム㈱　　松　本　恵　美

 あわてず　あせらず　手を抜かず　ルールを守って安全作業
 日本クリーン北海道㈱　　酒　井　和　子

 大きな事故の小さな予兆　初心にもどって安全確認
 ホクビサービス㈱　　米　田　安　菜

 危険の芽　見る目　気づく目　予知する目
 日本クリーン北海道㈱　　伊　原　優一郎

―21―



佳作  朝の挨拶　輝く笑顔“絆”深まる無事故の誓い 協和総合管理㈱　　高　橋　俊　雄

 焦らず　慌てず　深呼吸　心のゆとりで　ゼロ災害
 ㈱クリーン開発　　工　藤　香　織

 危ないぞ！安全管理の　合言葉 ㈱ベルックス　　工　藤　幸　喜

 慌てるな　急ぐ心に　ブレーキを 協和総合管理㈱　　宮　下　雅　美

 安全に　ショートカットはありません　一歩一歩　確実に
 ㈱ベルックス　　笠　羽　通　聡

 安全は　ひとつひとつの積み重ね　みんなで築け　ゼロ災職場
 ホクビサービス㈱　　獅子原　亮　二

 いつもと違う違和感に　アンテナめぐらせ　危険予知
 ダイビ㈱　　池　本　由美子

 変わる時代に　変わらぬ基本　初心に戻って　安全作業
 日本クリーン北海道㈱　　関　原　真菜美

 災害は　小さなヒヤリの積み重ね 中央ビルメンテナンス㈱　　佐々木　朝　美

 シェアしよう　あなたのやってる　安全確認
 日本クリーン北海道㈱　　岡　崎　　　廉

 知らせよう！！俺のヒヤリはみんなのヒヤリ　なくして目指そう　無災害
 ホクビサービス㈱　　小　松　一　男

 慣れた作業も油断せず　気持ち引き締め安全確認
 ㈱キタデン　　近　藤　淳　一
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●札幌市児童相談所への指定付き寄付の贈呈

　平成22年度から毎月９月に実施していた『児
童養護施設へのボランティア清掃』が今年はコ
ロナ禍による緊急事態宣言の為、実施できなく
なったため、本年度は市内５児童養護施設にそ
れぞれ商品券を寄付することとし、これらの施
設を所管する札幌市児童相談所を通じて、贈呈
することにしました。（札幌市に対する指定付
き寄付）
　この市内５児童養護施設は、国や地方自治体
の公的支援を受けて運営されており、『保護者
の何らかの事情により、家庭で生活することが
困難となった１歳から18歳までの子供達が生
活する児童福祉施設』です。
　寄付者として、田中芳章会長以下、宮嶋秀行
副会長、大八木達也副会長、山本有希理事、横
田智彦理事にて伺いました。

　贈呈の際
は、山本健
晴 児 童 相
談所担当局
長及び山田
剛地域連携
課長が出席
され、司会
進行を同課の町田達哉管理係長が務められ、感
謝状を頂きました。

【寄付施設】
　・札幌市育児園（札幌市南区藤野）
　・札幌南藻園　（札幌市中央区界川）
　・柏葉荘　　　（札幌市北区篠路）
　・興正学園　　（札幌市北区新琴似）
　・羊ケ丘養護園（札幌市豊平区月寒東）

札 幌札 幌

●秋元市長を囲む会

　令和３年12月９日、「第１回秋元市長を囲む
会」を札幌グランドホテル玉葉の間にて開催し
ました。
　従来秋元市長とは昼食会を開催していました
が、感染状況の鎮静化から２年ぶりの開催とな
りました。
　冒頭挨拶にて札幌地区協議会会長の田中芳章
より、札幌市入札制度（総合評価制度）の見直
しの要望、業界が直面している人手不足などの
諸問題などの説
明を陳情しまし
た。
　続いて秋元市
長より、入札制
度を含む業界の
現状を再確認し
た上で、業界に

は品質の高いサービスの提供を以って札幌市の
まちづくりに貢献を期待しているとの激励の言
葉を頂戴しました。
　また、札幌市の更なる発展を掲げ2030冬季
オリンピック招致を目指す事、環境整における
ビルメンテナンス業界の協力が不可欠であるこ
とのお話も頂戴し、我々業界人としての大きな
使命を改めて認識する会になりました。
　今後も秋元市長とは継続的に意見交換の場を
積極的に設け、様々な情報交換及び共有の機会
としたいと考えています。

―23―



●北海道釧路鶴野支援学校の清掃講習

　例年行っております鶴野支援学校の清掃講習
を今年も10回程の予定で開催しています。
　第７回ビルクリーニング校内技能大会兼令和
３年度アビリンピック北海道大会釧路鶴野予選
会にも運営として参加しています。
　各学年ともに教えられたことを確実に行い、

正しい作業方法を理解していてメキメキと上達
しています。今後も釧路地区協議会では、運営
アドバイス、練習へのサポート、競技審査員派
遣等を行い、大会運営
に寄与していく予定で
す。

●札幌市情報交換会の実施について

　令和３年12月13日北海道ビルメンテナンス
会館にて、札幌市より管財部契約管理課長含む
同部署３名の方々をお招きし、札幌地区協議会
からは会長の田中芳章をはじめ５名の出席で入
札制度に関する勉強会を開催しました。
　事前に実施した各自治体行政機関向けのアン
ケート及び、札幌地区協議会会員各社へのアン
ケートを元に各自治体よって当協会の認知度、
更には積算基準適用の有無にばらつきが生じて
いる事や、多くの企業が参加を見送っている総

合評価制度の問題点などを簡潔に説明しまし
た。
　札幌市担当者からは、行政側は捉えづらい実
態や問題の解決に、今後このアンケート調査結
果を活用させて頂きたいと非常に前向きなお言
葉を頂きました。
　また、抗菌・除菌コーティング施工について
の質問もあり、SIAA規格を含むエビデンスの
ある安全な施工の推進を提案しました。
　今後も定期的に勉強会を継続し、業界の総合
的な意見を行政に発信する機会としていく予定
です。

釧 路釧 路
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≪釧路地区≫

　８月５日㈭に会員13社41名にて、『桜ヶ岡保
育園』『新富士保育園』『鳥取保育園』『音別認定
こども園』『東部子育て支援拠点センター』の効
率保育園等6施設のガラス清掃を行いました。
　開催にあたりセレモニーを用意いただき、また、
終了後には釧路市より感謝状をいただきました。

≪根室地区≫

　９月１日㈬に会員２社６名にて、『根室市立
まつもと保育園』の外面ガラス清掃を実施しま
した。
　保育園内部も大変綺麗になり、後日、根室市
より礼状をいただきました。

●釧路地区労働安全講習会

　10月27日㈬に釧路市交流プラザさいわいにお
いて、労働安全研修会を開催しました。講師に、
さとう安全コンサルタント代表 佐藤 尚武 様を
招いて「危険予知訓練（KYT）」を主題として、
受講者一人一人の発言、行動を伴うアクティブ
ラーニング方式で研修会が進められました。

　ツールミーティングの手法を実演することによ
り、各人が徐々に発言し易い環境ができ、それぞ
れの意見を積極的に交換することができました。
　講習を通じて他者の意見を聞くことにより、
自分では思いつかなかったことや、気づかな
かったことに気づかされ、チームとして労働安
全に取り組む手法を習得することができたと思
います。

●清掃奉仕活動

　昨年度は中止となりました清掃奉仕活動を、
本年度は新型コロナ感染症対策を万全に各地区
実施しました。
　丁寧で気持ちのこもった清掃により、なかな
か清掃できないような箇所も行い、関係者皆さ
ん大変喜んでいただきました。
≪別海地区≫

　７月31日㈯に会員企業から４名の参加をい

ただき『別海町立上風蓮へき地保育園』のガラ
ス清掃を実施しました。保育園の職員だけでは
出来ないような高所ガラス・サッシ清掃なども
行い園長先生からも笑顔で御礼の言葉をいただ
きました。
≪中標津地区≫

　８月２日㈪に会員企業より12名の参加をい
ただき『中標津空港』『東7条公園』『丸山公園
殉公者碑』『中標津町役場』にて石碑清掃を実
施しました。
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●清掃奉仕活動（勇武津資料館）の実施報告

　令和３年８月19日㈭13：30より「苫小牧地
区協議会」にて、例年実施の清掃奉仕活動（勇
武津資料館及び蝦夷地開拓移住隊士の墓）にお
いて、実施しました。
　当日は、晴天にめぐまれ、会員10社、31名
が参加し、水野会長の挨拶の後、館長から感謝
の言葉を頂き、作業開始となりました。
　昨年度に引き続き高圧洗浄機を導入し「資料

館」「移住隊士の墓」「地蔵堂」の各持ち場に分
かれ、参加者全員が完成度の高い清掃作業と安
全第一を心がけ、協力しあいながら行いました
が、今年も新型コロナウイルス対策としてマス
クを着用しながらの作業となった為、熱中症と
新型コロナウイルス両方に対して最新の注意を
払いながら、今年も無事に終了することができ
ました。

苫小牧苫小牧

●ビルメン・警備業合同ゴルフ・パークゴルフの開催

　北海道警備業協会帯広支部との合同により、
７月12日㈪にゴルフ・パークゴルフコンペが
開催されました。
　ゴルフは帯広白樺カントリークラブにて午前
10時より12名が参加し、パークゴルフは札内

川河川敷のはらっぱ36コースにて午後１時よ
り19名が参加して行われました。

（本年は新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、ビール会・表彰式は
中止）

十 勝十 勝
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●ビルメン函館地区協議会ゴルフコンペ

日時　　令和２年７月17日（金）　９：00 ～
場所　　大沼レイクゴルフクラブ

　令和２年度のゴルフコンペはコロナの影響に
より５月は中止となりましたので今回が１回目
となります。

　当日は天
気にも恵ま
れ協会員、
賛助会員あ
わ せ て12
社12名 が
参加して頂
きました。

大沼レイクゴルフクラブは、駒ヶ岳のすぐ傍に
ある大自然を感じられる美しいゴルフ場で３つ
のコースから構成されているため、何度来ても
飽きずにラウンドすることが出来ます。
　３組に分かれてスタートし、チップインバー
ディ等もありながら気心知れたメンバーで怪我
もなく楽しいゴルフが出来ました。
　優勝は北海道クリーン開発の坂本支社長、準
優勝はペンギンワックスの沼崎マネージャーで
した。
　今年に限っては状況を見ながらになります
が、コロナ対策をしつつ可能な限りイベントも
実施していきたいと思います。

函 館函 館

●苫小牧市・苫小牧地区ＢＭ協議会 意見交換会の実施報告

　令和３年10月18日㈪14：00より、苫小牧市
役所にて、苫小牧市財政部契約課と、ビルメン
テナンス業における主に入札制度に関する内容
に関して、意見交換会を行いました。
　以前から、毎年のように大幅に引き上げられ
る最低賃金の影響を考慮して「スライド制度の
導入もしくは複数年契約の見直し」に関して要
望していましたが、このたび現行の５年契約を
次年度入札執行分から３年契約へ変更すること
に決定したというご報告を苫小牧市財政部財政

課より頂きました。
　また、特定建築物等の重要な業務において、知
事登録されていない業者の入札参加禁止や、ダン
ピング防止のための最低制限価格の引き上げ等、
前向きに検討して頂ける旨の回答を頂きました。
　その他、施設の変化（老朽化等）による予算
の変更や仕様の見直し、大規模な施設の業務を
複数業者に分けて委託するのではなくJV等の
団体による受注方式におけるメリット等、色々
な議論が活発に交わされました。
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【特 徴】

■ジャンピースターターセット（オプション品）

セット内容

■マジックパット
ループロング 12吋

■パットグレー
♯1500 290ｍｍ

■スペーサーパット 290ｍｍ

■パットオレンジ
♯3000 290ｍｍ

12インチオービタルポリッシャー ジャンピー

■様々な場所で使用可能。・机の下、小規模店舗、廊下、踊り場、エントランス等

【仕 様】

※濡れたパットを収納できる、
ビニールバック付。

③取り回しが楽なコンパクトタイプ
重量13kgで持ち運びらくらく。
大型ポリッシャーでは困難だった場所も、
手軽に洗浄できます。

➀横ブレを抑えた安定した動作
従来のポリッシャーの様に左右に振られることがなく
初心者の方や女性の方にも、安全かつ簡単に操作が
おこなえます。

②あらゆる床面の表面洗浄に対応
パットを交換するだけで、化学床、カーペット、
フローリング、石材など様々な床面に対応。

・電 源 ： AC100V
・消費電力： 290W
・パッドサイズ： 12吋（13吋取付可）
・回転数 ： 1450回/分
・電源コード長： 7.5m
・本体サイズ： W315ｘD310ｘH1110mm
・本体重量： 13kg

製

品

情

報
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ビ ル メ ン ひろば

株式会社　東洋実業釧路営業所　　尾田　　稔投稿者
　ビルメン各位の皆様、日々お疲れ様です。
　私も「お疲れの一人です」。さて、疲れてばかりいることは、良くあり
ません。そこで今回は私自身の癒しであり、ストレス発散法を紹介いたし
ます。
　コロナ禍の中、仲間と一緒にワイワイと行かぬ中で一人ツーリングです。
交通量の少ないルートを選び、のんびり、景色を楽しんで走っています。
春から夏にかけて新緑がだんだん濃くなっていくのを感じながら、バイク
で走り抜けることは爽快です。
　バイクで走ることもさることながら、いじくりまわすことがとても好き
でです。整備点検はもちろんのこと今年はマフラーを変えてみました。い
ろいろと思考錯誤して、やっと希望する排気音が出ました。

　時には、カヌーです。
　若いときは、屈斜路湖から釧路川を下り、弟子屈で一泊し次の日は
五十石までと…私はいつかしら、カヌープロになってしまいました。（も
ちろん、自称ですが…）
　塘路湖から細岡までのゆったりとした流れに乗り、シカやオオワシと
かオジロワシとの出会いも楽しみです。
　残念なことに、美しい女性が川岸から手を振ってくれることは決してありません。
　最近は、屈斜路湖の和琴半島の先端でイオウ泉に玉子を置いて「ゆで玉
子」づくり、熱いコーヒーとパンそして半熟のゆで玉子のランチは最高です。

　「釣りはいいですネ！」釣り歴は長く小学校から始めてます。対
象魚はウグイから始まり、ルアー、フライ、たまに海も…です。右
の写真は庶路ダム仕様のフロ-ターです、ダムが出来る前からのお
付き合いで、ひたすらニジマスを追いかけているのです。「毛バリ」
もシンクシタカラ湖と庶路ダムでは違います、同じニジマスでも環
境が違えば変わるってことですネ。
　毛バリを作っている時は、爆釣になると信じていますが実際では
まったくダメな時が何度もありました。今では周りに気を使いなが
らも、一人で爆釣しています。（そうです、自慢です。）
　庶路ダム釣行終盤では、何匹かをキープして燻製づくりをし、晩
酌のつまみとなります。毛ばりを作り、魚をつり、燻製づくりと多
くの時間を費やすのですが、特に燻製は７２時間必要です。食べる
のは５分もかかりませんが、この５分間が「至福の時」とでも言い
ましょうか、実にいいのです。
　私の信条は、「一生懸命 仕事し、一生懸命 遊ぶ」これの繰り返しです。

【 ニジマスです 】

和琴半島の先端で「ゆで玉子の熱源」。

燻製ハウスです。

手作りで手直し数回と
20年使っています。
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ビルメンひろば　作 品 募 集 !!
 

［ デジカメ写真 ］の部
　北海道各地の名所旧跡、各地の風景、ペット、植物園芸等、趣味ダンス、スポーツ等
作品を募集しています。
　採用された作品は、北翔の「表紙」や「ビルメンひろば」に掲載いたします。
　（デジカメ写真サイズは　1枚5メガ以内、作品には簡単なコメントを添えて）
・エッセイ
　随筆／随想／業務の体験等（題材自由）1200文字以内
［ 文 芸 作 品 ］の部
・短歌／俳句／川柳　　1回に各5点まで

◎　作品はメールにて連絡先を明記しお送り下さい。
　　（連絡先・会員企業名・氏名・連絡先電話番号）

　　　応募受付メールアドレス　→　bmhiroba@kita-m.com
◎　募集は随時　掲載の締切は　≪ 夏季号（7月上旬）　新年号（11月末）≫

　※　採用された作品には、記念品を進呈いたします。
　※　採否並びに添削は編集部（事務局）に一任下さい。
　※　応募いただいた作品は、採用・不採用を問わず返却いたしません。
　問い合わせ先　　℡　011－615－1100（北翔　事務局）

会員の皆様へ

❝北翔❞ おすすめ「製品や技術情報」を　随　時　募集しています。
　製品の特長や商品写真、お問い合せ先などA4サイズ1，2枚程度（カラー）で原稿を作成し、
北翔事務局にお送りください。
　※　採否並びに添削は編集部（事務局）に一任下さい。
　　　（掲載の締切　　夏季号（7月上旬）　新年号（11月末））

　　　メールアドレス　→　bmhiroba@kita-bm.com

編集責任者　広報委員長　　山　本　有　希

編集後記
◎　あけましておめでとうございます。
　　皆様方におかれましては、新春を晴々しい気持ちでお迎えのこととお慶び申し上げます。
◎　巻頭、北海道知事　鈴木直道氏、札幌市長　秋元克広氏、から新年のご挨拶を頂き、厚く

お礼申しあげます。
◎　令和３年春における黄綬褒章（労働関係）江藤恭一氏（㈱江藤美装）、令和３年秋におけ

る旭日小綬章　山田春雄氏（㈱ベリージャパン）、北海道社会貢献賞生活衛生関係（建築
物環境衛生）功労者　左海富美雄氏（ベルックス㈱）、栄えある受賞おめでとうございます。

◎　令和３年度 労働安全衛生大会、労働災害防止 論文・標語の入選作品を掲載しました。
◎　各地区協議会活動の中から数点をトピックスとして掲載しました。
◎　“ビルメンひろば” に各地区協議会広報担当に協力いただき投稿作品を掲載しました。
◎　昨年度中止した「表彰式」並びに「祝賀会」（新年交礼会と合同実施）につきましては、

令和３年度は、「表彰式」のみを開催することとし、「祝賀会」は、新型コロナウイルス感
染症の影響を勘案し、「新年交礼会」とともに中止としました。
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刷子及び清掃用品の製造並びに販売
ブラシ生活と環境に「キレイ」を届ける

各種刷子/業務用ワックス･洗剤/清掃用資機材/厨房衛生用品他　http://www.takeyaburashi.co.jp
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札幌市白石区本通19丁目南2番7号 食糧ビル3階

〒003-0026

電話 011-887-0397
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〒003－0002　札幌市白石区東札幌2条1丁目5番17号
カンコー学生服ビル

TEL：011－374－4811　FAX：011－374－4855
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清掃用品・資機材のことなら・・

【本社】 札幌市白石区北郷 条 丁目
： ：

【旭川】 旭川市豊岡 条 丁目
： ：

【帯広】 帯広市西 条南 丁目
： ：

【仙台】 仙台市若林区新寺 丁目 共立輸送ビル
： ：

【山形】 山形市西田 丁目
： ：
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